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研究成果の概要（和文）：遠方の活動銀河核ジェット天体について、GeVガンマ線帯域でサーベイ観測を行って
いるフェルミ衛星、TeVガンマ線を観測する大気チェレンコフ望遠鏡をメインとして、電波、可視、X線の電磁波
データの解析を行った。多波長スペクトルのモデリングから、可視赤外線背景放射の強度を推定した。その結
果、理論的に予測されていた、星や銀河のすべての光を足し合わせた強度で説明可能であることを見出した。こ
れは、可視赤外線背景放射において、ダークマターなどの他からの寄与が見られないことを示すものである。

研究成果の概要（英文）：Extragalactic Background Light (EBL) is known as cosmic optical and infrared
 background radiation and it is important to understand the origin. We analyzed multi-wavelength 
data from radio to GeV-TeV gamma-ray band for distant blazars and estimated the intensity of 
Extragalactic Background Light (EBL). Note that the observed GeV-TeV gamma-ray data are absorbed by 
annihilation with EBL photons, and hence to derive the intrinsic GeV-TeV spectrum, we need radio, 
optical, and X-ray data. Our result showed that the inferred EBL level is consistent with 
previously-obtained theoretical estimation, indicating that no significant contribution from other 
component such as dark matter is needed to explain the inferred EBL level.

研究分野： 高エネルギー宇宙物理学
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１．研究開始当初の背景 
宇宙における背景放射の研究は、宇宙の誕
生や星・銀河の形成史に大きなインパクト
を与える研究として重要である。その中で
も、可視赤外線背景放射 (Extragalactic 
Background Light, EBL) は、マイクロ波背景
放射についでエネルギー密度が高いことが
知られている。しかし、その直接観測は、
黄道光などの前景放射によるコンタミネー
ションの影響が極めて大きいため、困難を
極めており、精密な測定がこれまでは行わ
れていなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、遠方のブレーザー天体の多波
長スペクトルの観測とモデリングから、
EBL光子による吸収を受ける前のGeV-TeV
スペクトルを構築する。そして、観測され
る吸収をうけたスペクトルとの比較から
EBL 強度をこれまでで最も精密に推定する
こと、それによって星や銀河の形成史を解
明することが目的である。また、理論的予
測との比較から、ダークマダーなど他成分
からの寄与があるかを検証することも目的
のひとつである。 
 
３．研究の方法 
TeV ガンマ線が検出されている活動銀河核
ジェット天体について、GeV-TeV ガンマ線、
電波、可視、X 線の多波長データの解析を
行った。そして多波長スペクトルを構築し、
EBL光子による吸収を受ける前のGeV-TeV
スペクトルを導出し、観測された吸収を受
けた GeV-TeV スペクトルの比較から、EBL
強度の推定を行った。 
 
４．研究成果 
我々が導出した EBL 強度は、理論的に予測
されていた星や銀河のすべての光を足し合
わせた強度で説明可能でほぼ一致すること
を見出した。これは、可視赤外線背景放射
において、ダークマターなどの他からの寄
与が見られないことを示すものである。 
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